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場 所  市役所 3階 全員協議会室 

出席者 市長、副市長、教育長、企画部長、行政経営担当部長、総務部長、市民生活部長、

経済環境部長、農地利用担当部長、保健福祉部長、健康づくり担当部長、子ども部

長、都市部長、国県事業推進担当部長、土木部長、消防長、議会事務局長、教育部

長 

 

 

１ 報告事項 

（１） 2月議会全員協議会の報告事項及び市議会3月定例会の市長提出予定議案等について

[総務部] 

2 月 4 日に開催される 2 月議会全員協議会の報告事項及び 2 月 17 日に召集される

市議会 3月定例会の市長提出予定議案等について報告した。 

 

（２） 市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について[総務部] 

職員の妊娠･出産･育児等と仕事の両立を支援するため、市職員の育児休業等に関す

る条例の一部を改正することについて報告した。 

 

（３） 庁舎新築による市庁舎等レイアウト改善について[総務部] 

新築分庁舎整備事業に係る今年度の取組経過とともに、今後の課題及び対応方針に

ついて報告した。 

 

（４） 市立地域集会所条例の一部改正について[市民生活部] 

神奈川県県営住宅健康団地推進計画に基づき、峰岸集会所を県へ移管するため、市

立地域集会所条例の一部を改正することについて報告した。 

 

（５） 市ごみ処理基本計画(案)及び市生活排水処理基本計画(案)のパブリックコメントの

実施結果について[経済環境部] 

令和 3年 11月 22日～12月 21日の期間で実施したパブリックコメントの結果とと

もに、今後のスケジュールを報告した。 

 

（６） 市国民健康保険税条例の一部改正について[保健福祉部] 

地方税法施行令の一部改正に伴い、未就学児に係る国民健康保険税の均等割額の軽

減措置が拡充されたため、市国民健康保険税条例の一部を改正することについて報告

 



2 

 

した。 

 

（７） 神奈川県後期高齢者医療保険料の改定案について[保健福祉部] 

神奈川県後期高齢者医療広域連合運営協議会から示された令和 4 年度及び 5 年度

の県後期高齢者医療保険料の改定案について報告した。 

 

（８） 市耐震改修促進計画改定の庁内意見照会の結果について[都市部] 

1 月 17 日の部長会議で照会した各課からの意見内容及び対応とともに、今後のス

ケジュールを報告した。 

 

（９） 教育施設に係る個別施設計画(案)のパブリックコメントの実施結果等について[教育部] 

令和 3年 12 月 20 日～令和 4年 1月 19 日までの期間で実施したパブリックコメン

トの結果を説明するとともに、庁内意見及び対応を報告した。 

 

（10）市附属機関に関する条例の一部改正について[教育部] 

市史編さん事業の終了に伴い、市史編さん委員会を廃止するため、市附属機関に関

する条例の一部を改正することについて報告した。 

 

（11）市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について[教育部] 

市史編纂委員会の廃止及び学校運営協議会の設置に伴い、市非常勤特別職職員の報

酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正することについて報告した。 

 

（12）市文化財保護条例の一部改正について[教育部] 

文化財保護法の一部改正に伴い、地方公共団体における文化財の登録制度が新設さ

れたため、市文化財条例の一部を改正することについて報告した。 

 

（13）令和 4年度予算について[企画部] 

令和 4年度当初予算(案)について、概要を報告した。 

 

（14）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について[企画部] 

令和 3 年度における新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し

た取組や今後の予定について報告した。 
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（15）令和 3年度 3月定例会補正予算について[企画部] 

令和 3年度 3月定例会補正予算について、内容を報告した。 

 

 

２ その他連絡事項 

＜関連部長＞ 

・小中学校や保育園等における新型コロナウイルス感染状況や対策にあたっての課題に

ついて情報共有した。 

 

 

３ 指示事項等 

＜市長＞ 

・新型コロナウイルス感染者が大変な勢いで増加しており、小中学校、保育園、幼稚園

等にも広がっている。所管部署で対応に不足しているものや、今後必要なものがあれ

ば、提案されたい。また多くの職員や困っている市民から積極的に情報収集し、適切

に対処すること。 

・来年度に向けて先行きが不透明な中、今後も厳しい財政状況が続く上、人口減少によ

り税収が減っていくものと想定している。このような中で職員に求められることは、

費用対効果の視点をもつことと無駄を省くことである。世の中が変化する中で改革は

不可避であり、市役所も変わっていく必要がある。職員でよく議論して考えてほしい。 

 

＜副市長＞ 

・オミクロン株への対応は最善を尽くさなければならない。公共施設や公用車等への防

菌シールドの施工を検討されたい。 

・パブリックコメントについて、意見が寄せられないものが増えている。制度のあり様

を見直す時期にきていると考える。開かれた市政のため現行制度を点検し、課題があ

れば見直すなどの対応をお願いする。 

 

 

以上 


